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ナノバブルは特に日本が世界にリードしている分野であり、最
近、工業、農業、水産業で使用されているが、化粧品や医療にお
いても研究が進められている。私達は、歯の根管治療歯（歯の根
の下に膿がたまる病気）の完全無菌化を図るべく、すでにマイク
ロバブルを用いた歯の象牙細管内への超音波薬剤導入法に成功し
ていた。さらに、より径の小さいナノバブルと超音波を用いて象
牙細管の深くまで薬剤を浸透させる研究を行った。この結果、ナ
ノバブルはマイクロバブルを用いるよりもさらに薬剤の浸透性を
あげることができた。また、超音波を用いなくてもナノバブルの
みで薬剤を浸透させることにも成功した。今後、根管治療の臨床
に応用するために、この装置を医療用に改造し、前臨床試験とし
て、ヒトの歯組織の構造に近いイヌの生体内での安全性および象
牙細管内の無菌化の有効性試験を行う。さらにこの機器を医療機
器としての薬事承認を目指す。ナノバブルにより歯・口腔の感染
を制御することによりオーラル・フレイル（歯や口の機能の虚
弱）を防止することに貢献できると考えられる。


